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日
本
山
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
ブ
す

ク
・
ゲ
リ
ラ
と
い

フ
す
�
 l

と
い
う
子
法
を

ク
・
ゾ
ン
グ
集
会
と
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そ
こ
で
観
符
が
い
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し
ょ
に
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っ
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大
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な
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ン
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ウ
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ア
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も
て
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ォ

l
ク
・
ゲ
リ
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と

い
う
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
集
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形
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の
デ
モ
に
参
加
し
た
多
く
の
街
お
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の
心
境
を
も
っ
一

て
い

の
一
九
六
九
年
の
名
曲
吋
私
た
ち
の
望
む
も
の

は
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あ
ろ
う
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の
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い
て
、

て
い
る
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さ
れ
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、
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強
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す
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れ
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な
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し
て
わ
た
し
た
%
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わ
た
し
た
ち
の
た
め
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社

今
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会
な
の
だ
と
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う
戸
で
あ
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じ
こ
の

る
で
あ
ろ
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だ
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ソ
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茂
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ッ
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た
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え
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当
時
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ォ
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ク
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汗
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治
に
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さ
れ
た
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な
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と
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パ
ン
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よ
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。
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代
日
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烈
な
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ソ
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ソ
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て
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。
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西
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あ
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。
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と
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。
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テ
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放
水
が
浴
び
せ
ら
れ
る

ビ
で
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道
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
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緯
は
、
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山
川
け
か
怖
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
紋
切
り
型
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決
起
集
会
や
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メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
て
情
宜
活
動
や
シ
ユ
プ
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を
ね
、
つ
紋
切
り
型
の
デ
モ
と
は
異
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
、
次
々
と
止
し
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
今
日
の
デ
モ
の
光
景
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
サ
ウ
ン
ド
・
デ
モ
な
ど
多
様
性
に
富
ん
だ
デ
モ
の
系

譜
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
と
し
て
立
ち
あ
が
っ
た
時
限
運
動
体
と
い
う
性
質
で
あ
っ
た
た
め
、

一
九
七
四
年

月
の
パ
リ
協
定
調
印
後
の
ア
メ
リ
カ
軍
の
全
面
撤
退
を
受
け
て
、

ベ
平
連
は
し
な
や
か
に
、

そ
し
て
潔
く
解
散
し
た
。

当
時
の
学
生
運
動
に
つ
い
て
、

一
九
六
九
年
に
出
版
さ
れ
同
年
の
芥
川
賞
を
交
賞
し
た
庄
司
薫
『
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん

ト
バ
を
つ
け
て
」

(
こ
れ
に
は
九
山
町
引
を
モ
一
ア
ル
と
し
た
大
学
教
授
も
登
場
し
て
い
る
)

は
学
坐
運
動
の
激
化
に
と
も
な
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に
な
る
と
い
う
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に
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た
け
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日
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れ
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と
銘
う
ち
、
「
政 で

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
本
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」

こ
の
時
代
の
学
生
運
動
を
シ
ニ
カ
ル
に
描
き
、

あ
く
ま
で
「
一
�
 

治
の
季
節
」

を
閉
じ
た
セ
カ
イ
に
と
っ
て
の
背
景
な
い
し
書
き
割
り
と
す
る
こ
と
で
社
会
と
の
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

(
か
か
わ
り
の
な
さ
)
を
強
調
し
、
「
院
外
」

の
政
治
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
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九
八
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0
年
代
の
若
者
た
ち
に
刻

一
九
六
八
年
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デ
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メ
ー
ジ
凋
落

一
九
六
八
年
と
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え
ば
、
世
界
的
に
は
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ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
の
行
畳
を
引
き
は
が
し
て
積
み
上
げ
バ
リ
ケ
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ド
に
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し
た
パ
リ
五
月
革
命
を
晴
矢
と
し
て
世
界
中
で
若
い
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ち
が
立
ち
あ
が
っ
た
年
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
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肉
に
も
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で
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世
界
中
の
多
く
の
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に
と
っ
て
輝
か
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こ
の
一
九
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八
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れ
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て
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を
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。
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